
　７月５～６日、新潟県十日町市のあて
ま高原リゾートベルナティオにて、新人
を含む青年委員60名が参加し、青年委
員会「夏の交流会」を行いました。
　１日目は学習会で、私たちの権利と労
働組合について学び、夜はＢＢＱ大会。
初めは初対面の参加者同士緊張していた

ように見えたのもつかの間、乾杯の数分後には支部・職種を越え和気あいあ
いと楽しく交流が図られ仲間の輪が広がりました。
　２日目は班ごとに分かれドッチビー（ドッチボールをフリスビーで行う競
技）大会を行い、班ごとに熱戦が繰り広げられました。
　参加者からは「他の職場の人と仲良
くなれて楽しかった」「また参加した
い」といった声が多く聞かれました。
今後も多くの仲間が楽しく交流が図れ、
活発な活動ができるような青年委員会
にしていきたいと思います。

新厚労・和田祐輔

職場・職種の壁超えて仲間へ職場・職種の壁超えて仲間へ
新厚労青年委員会・夏の交流会新厚労青年委員会・夏の交流会

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
厚
労
・
大
和
崇
史

　

７
月
５
〜
６
日
、
福
厚
労
・

新
人
組
合
員
研
修
会
を
「
ホ
テ

ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
」
に
て
開

催
、
76
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
の
学
習
会
で
は
、「
労

働
組
合
っ
て
な
に
？
」
と
題
し

て
、
組
織
図
を
用
い
て
全
国
の

仲
間
と
の
関
係
・
運
動
、
福
厚

労
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
考
え

方
・
組
織
・
運
営
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
専
門
部
を
紹
介
し
、

看
護
委
員
会
・
女
性
部
・
青
年

部
・
教
宣
部
・
組
織
部
の
委
員

長
・
部
長
よ
り
部
の
モ
ッ
ト
ー

や
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
共
済
」
の
説
明
を
行
っ
た
後
、

寸
劇
「
闘
え
！
労
組
レ
ン
ジ
ャ

ー
」
を
青
年
部
委
員
中
心
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
後
は
、
夕
食
交
流

会
と
プ
チ
花
火
大
会
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
労
組
に

つ
い
て
知
識
が
つ
い
た
・
労
組

の
役
割
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
各
部
で
ど
の
よ
う
な
モ

ッ
ト
ー
で
活
動
し
て
い
る
の
か

分
か
っ
た
」、「（
共
済
は
）
自

分
に
な
に
か
あ
っ
た
時
、
助
け

に
な
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
ぁ
」、

寸
劇
に
は
「
演
技
が
す
ご
く
て
、

面
白
か
っ
た
」、そ
の
ほ
か
、「
他

分
会
や
他
職
種
の
人
達
と
い
ろ

い
ろ
な
話
が
出
来
て
良
か
っ

た
」「
盛
り
上
っ
た
・
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
好
意
的

な
意
見
で
研
修
会
と
し
て
成
功

で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
も
参
加
者
全
員
が

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
し
、
寸
劇
で

失
笑
・
爆
笑
し
な
が
ら
と
て
も

楽
し
い
学
習
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

福
厚
労
・
二
瓶
研
朗

　

三
厚
労
で
は
、
６
月
21
日
に

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
に
て
新
人
研

修
会
を
新
人
82
名
、
青
年
部
委

員
11
名
、
組
合
執
行
部
11
名
、

合
計
１
０
４
名
で
開
催
し
ま
し

た
。
新
人
研
修
会
の
運
営
は
青

年
部
委
員
に
ま
か
せ
、
楽
し
い

組
合
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

　

斎
藤
青
年
部
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
伊
藤
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
「
三
厚
労
の
歴
史
と
情
勢

報
告
」。
青
年
部
委
員
に
よ
る

ス
ラ
イ
ド
写
真
を
用
い
た
ア
フ

レ
コ
劇
で
は
、
自
分
た
ち
が
経

験
し
て
き
た
新
人
時
代
の
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
再
現
し
、
労

働
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
畑
中
書
記
長
か
ら
は
「
組

合
と
は
・
賃
金
・
労
働
基
準
法
」

の
講
演
、
そ
の
後
、
チ
ー
ム
対

抗
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
体
を
動

か
し
、
夕
食
交
流
会
で
お
腹
を

満
た
し
な
が
ら
、
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
表
彰
式
、
新
人

組
合
員
か
ら
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
、
支
部
毎
の
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
病
院
、

職
場
や
職
種
が
違
う
同
期

生
が
集
ま
る
大
切
な
場
と

し
て
、
参
加
者
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
、
さ
ら

に
組
合
に
つ
い
て
何
と
な

く
理
解
し
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り

わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
新
人
研

修
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

三
厚
労
・
畑
中
剛
喜

　

徳
厚
労
で
は
、
６
月
27
日
に

徳
島
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
て
、

新
入
職
員
歓
迎
会
を
開
催
、
59

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
栗
陽

執
行
委
員
長
が
挨
拶

と
労
働
組
合
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た

後
、
夕
食
懇
親
会
へ

突
入
。
ビ
ン
ゴ
大
会

と
青
年
部
長
と
の
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
ク
オ
カ

ー
ド
や
商
品
券
、
お
菓
子
な
ど

と
の
景
品
を
も
ら
え
て
大
喜

び
の
参
加
者
が
続
出
し
ま
し

た
。
最
後
は
大
栗
委
員
長
の

音
頭
で
初
め
て
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
を
経
験
し
ま
し

た
。
準
備
運
営
す
る
役
員
も

こ
な
れ
て
き
た
よ
う
で
、
近

年
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

今
後
も
「
団
結
」
力
を
発
揮

青
年
部
の
寸
劇
に

「
爆
笑
」

青
年
部
の
寸
劇
に

「
爆
笑
」

福
島

青
年
部
主
体
で

企
画
運
営

青
年
部
主
体
で

企
画
運
営

三
重

近
年
に
な
い

　
盛
り
上
が
り

近
年
に
な
い

　
盛
り
上
が
り

徳
島

青年部役員で恥を捨てて演技

息はぴったし、三厚労青年部役員

研修の１コマから

楽しい夕食交流会

ビンゴで景品もらいました

初めての団結ガンバロー！

BBQで職場・職種を超えて仲良しに

ドッヂビーで楽しい汗を流しました

　
４
月
に
新
人
が
入
っ
て
既
に
３
ヶ
月
。
各
県
で
も
新
人
組
合
員
の
歓
迎
会
や
研
修

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
青
年
ら
し
く
学
び
交
流
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

福
島
・
三
重
・
徳
島
の
新
人
歓
迎
・
研
修
会
を
紹
介
し
ま
す
。

各
地
で
新
人
歓
迎・研
修
会

各
地
で
新
人
歓
迎・研
修
会

愉
快
に
学
ん
で
楽
し
く
交
流

愉
快
に
学
ん
で
楽
し
く
交
流

愉
快
に
学
ん
で
楽
し
く
交
流

【1面】各地の新人歓迎会・青年の集い
【2面】集団的自衛権とは？
【3面】働きやすい職場づくりへ

テクノエイド導入の試み
http://www.zenkouro.org/
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医
療
・
介
護
現
場
に
て
患
者
・

利
用
者
へ
の
介
助
動
作
は
、
関

係
職
員
の
身
体
的
負
担
が
高
く
、

腰
痛
等
の
訴
え
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
佐
久
総
合
病
院
で
の
調

査
で
も
80
％
以
上
の
看
護
介
護

職
員
に
腰
痛
の
既
往
を
認
め
て

い
ま
す
。
日
本
人
は
８
割
が
持

つ
腰
痛
大
国
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
症
状
ゆ
え
軽
視
さ
れ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ま
す
。

　

看
護
介
護
職
員
の
介
助
業
務

に
お
け
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
利
用
、

と
く
に
「
リ
フ
ト
」
の
使
用
は

腰
痛
予
防
策
に
最
も
エ
ビ
デ
ン

ス
が
高
い
と
さ
れ
ま
す
。
テ
ク

ノ
エ
イ
ド
と
は
介
護
機
器
・
福

祉
用
具
等
な
ど
、
身
体
能
力
低

下
に
伴
う
困
難
な
日
常
生
活
を

補
う
道
具
の
総
称
で
、
医
療
現

場
で
の
利
用
は
乏
し
く
、
道
具

は
あ
っ
て
も
使
い
方
知
ら
ず
の

現
状
で
す
。

「
リ
フ
ト
」
と
は

・
重
度
身
体
機
能
低
下
者
の
移

乗
補
助
手
段
。
上
方
巻
上
機
か

ら
下
ろ
さ
れ
た
頑
丈
な
ベ
ル
ト

の
先
に
ハ
ン
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る

金
属
ア
ー
ム
両
端
の
フ
ッ
ク
に

利
用
者
を
乗
せ
た
シ
ー
ト
に
付

く
ス
リ
ン
グ
を
掛
け
ま
す
。
巻

上
機
に
よ
り
利
用
者
は
人
力
に

頼
ら
ず
ベ
ッ
ド
な
ど
か
ら
持
ち

上
げ
ら
れ
、
介
助
者
へ
の
体
重

負
担
を
最
小
限
に
移
乗
先
ま
で

送
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

巻
上
機
は
天
井
に
取
り
付
け
ら

れ
た
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
リ
フ
ト
は
天
井
走
行
式･

や
ぐ

ら
式
・
ベ
ッ
ド
据
置
式･

床
走

行
式
な
ど
あ
り
、
電
動
モ
ー
タ

ー
に
よ
っ
て
駆
動
。
北
欧
は
約

30
年
の
実
績
が
あ
り
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

実
用
か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。

・
２
０
１
３
年
６
月
、
厚
労
省

は
「
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防

対
策
指
針
」
を
19
年
ぶ
り
に
改

訂
。
主
に
重
量
物
取
扱
事
業
所

な
ど
に
対
し
啓
発
や
指
導
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
高
齢

者
介
護
な
ど
社
会
福
祉
施
設
で

腰
痛
発
生
件
数
が
大
幅
増
加
す

る
状
況
に
、
適
用
対
象
を
福
祉

医
療
分
野
等
に
お
け
る
介
護
看

護
作
業
全
般
に
広
げ
る
と
と
も

に
、
腰
に
負
担
の
少
な
い
介
護

介
助
法
な
ど
を
加
え
ま
し
た
。

　

腰
部
に
著
し
く
負
担
が
か
か

る
移
乗
介
助
等
で
は
、
リ
フ
ト

等
の
福
祉
機
器
を
積
極
的
に
使

用
す
る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し

て
人
力
に
よ
る
人
の
抱
上
げ
は

行
わ
せ
な
い
こ
と
の
記
述
で
、

い
わ
ゆ
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
の
利

用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

看
護
介
護
現
場
に

お
け
る
腰
痛

・
医
療
介
護
職
場
に
お
け
る
介

助
作
業
等
は
身
体
的
負
担
が
大

き
く
、
業
務
上
の
対
応
と
し
て
、

腰
痛
予
防
体
操･

複
数
人
員
介

助･

腰
痛
ベ
ル
ト
の
着
用･

ボ
デ

ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
基
づ
く
介
助

法
学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
講
じ
た
も
の
の
、
効
果
的
な

腰
痛
減
少
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

・
腰
痛
に
関
わ
る
労
災
認
定
や

労
働
判
例
に
つ
い
て
調
べ
る
と

労
災
認
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、

（
１
）
腰
部
の
負
傷
ま
た
は
腰

部
の
負
傷
に
至
ら
せ
た
と
考
え

ら
れ
る
、
通
常
の
動
作
と
異
な

る
動
作
に
よ
る
腰
部
に
対
す
る

急
激
な
力
の
作
用
が
、
業
務
遂

行
中
に
突
発
的
な
出
来
事
と
し

て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。

（
２
）
腰
部
に
作
用
し
た
力
が

腰
痛
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
は
腰

部
の
既
往
症
も
し
く
は
基
礎
疾

患
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
と
医

学
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。

の
条
件
を
満
た
し
、
そ
の
う
え

で
医
学
的
療
養
を
必
要
と
す
る

場
合
に
認
定
す
る
、
と
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
突
発
的
腰
痛
に
対

す
る
認
定
で
あ
り
、
業
務
に
て

腰
部
へ
蓄
積
す
る
負
担
が
慢
性

的
な
腰
痛
へ
繋
が
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
論
じ
て
い
ま
せ
ん
。

・
米
国
国
立
労
働
衛
生
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
に
よ
る
と
、

労
働
安
全
の
腰
部
圧
力
限
界
値

は
３
４
０
０
Ｎ
。
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
の
看
護
業
務
に
お
い
て
、

臥
床
患
者
頭
部
を
支
え
る
だ
け

で
限
界
値
を
軽
く
超
え
ま
す
。

　

当
院
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
い

身
体
負
担
作
業
と
し
て
、１
位
・

ベ
ッ
ド
上
支
援
、
２
位
・
移
乗

介
助
、
３
位
・
入
浴
介
助
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
上
支
援

動
作
は
必
ず
し
も
突
発
的
腰
痛

を
惹
起
す
る
場
面
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
作
業
動
作
が
積
み
重

な
る
こ
と
で
、
日
常
的
な
腰
痛

の
慢
性
化
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

・
看
護
介
護
現
場
に
お
け
る
腰

痛
の
多
く
は
、
介
助
業
務
に
よ

る
力
学
的
負
担
の
積
み
重
な
っ

た
「
蓄
積
型
非
特
異
的
慢
性
腰

痛
」
と
い
え
ま
す
。
日
本
整
形

外
科
学
会
・
日
本
腰
痛
学
会
が

ま
と
め
た
「
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
腰
痛
は

大
半
が
原
因
の
は
っ
き
り
特
定

で
き
な
い
非
特
異
的
腰
痛
で
、

心
理
的
あ
る
い
は
社
会
的
ス
ト

レ
ス
も
関
係
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　

交
代
制
勤
務
や
煩
雑
な
業

務
・
多
職
種
連
携
に
よ
り
翻
弄

さ
れ
る
志
向
性･

人
間
関
係
な

ど
、
ス
ト
レ
ス
を
あ
げ
れ
ば
キ

リ
が
な
い
現
状
で
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
様
々
な
要
因
が
関
係

す
る
看
護
介
護
職
員
の
腰
痛
は
、

多
方
面
の
解
決
策
を
関
係
付
け

な
が
ら
進
め
な
い
と
解
け
な
い

難
問
で
す
。

力
学
的
負
担
か
ら

腰
痛
を
考
え
る

・
腰
痛
予
防
研
究
と
啓
発
に
よ

り
労
働
環
境
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
整
形
外
科
医
師

ア
ル
フ
・
ナ
ッ
ケ
ム

ソ
ン
は
、
腰
部
に
負

担
の
か
か
る
姿
勢
に

つ
い
て
椎
間
板
内
圧

の
変
化
で
表
し
ま
し

た
。
も
っ
と
も
負
担

が
強
い
姿
勢
は
荷
物
を
持
っ
た

場
合
で
、
立
位
よ
り
座
位
の
方

が
数
値
は
高
く
な
り
ま
す
。
一

方
腰
背
部
の
筋
活
動
は
立
位
の

方
が
数
値
は
高
く
、
姿
勢
変
化

に
と
も
な
う
椎
間
板
内
圧
の
変

化
は
筋
緊
張
と
一
致
す
る
が
筋

活
動
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

・
ベ
ッ
ド
上
臥
位
者
へ
介
助
者

が
手
を
伸
ば
す
と
、
テ
コ
と
し

て
の
ア
ー
ム
は
長
く
な
り
さ
ら

に
腰
部
の
負
担
は
高
く
な
り
ま

す
。
多
忙
な
看
護
介
護
職
員
は

「
時
間
が
な
い
」
の
で
、
患
者

さ
ん
の
移
乗
を
介
助
す
る
際
、

「
せ
い
の
！
」
で
一
気
に
行
い

ま
す
。
脊
柱
の
椎
間
板
は
、
腰

に
か
か
る
重
量
負
担
を
時
間
的

に
遅
延
さ
せ
分
散
す
る
役
割
を

持
つ
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

介
助
は
腰
背
部
構
成
体
に
過
大

な
負
担
を
か
け
、
加
え
て
身
体

を
捻
る
た
め
、
変
性
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

・
腰
痛
を
予
防
す
る
環
境
と
は

介
助
作
業
時
に
お
い
て
下
記
の

順
守
が
必
要
で
す
が
、
こ
こ
に

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
の
活
用
を
併
記

し
ま
す
。

１
．
な
る
べ
く
重
た
い
も
の
を

持
た
な
い
こ
と

　

 「
リ
フ
ト
」「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
シ
ー
ト
」
の
活
用

２
．
腰
を
前
屈
し
な
い
こ
と

　

 「
電
動
ベ
ッ
ド
」
に
て
高
さ

調
整

３
．
肘
を
体
か
ら
離
し
て
作
業

し
な
い
こ
と

 　
「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」

利
用
し
て
近
づ
け
る

４
．
ゆ
っ
く
り
動
か
す
こ
と

 　
「
リ
フ
ト
」「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
マ
シ
ン
」
の
活
用

５
．
身
体
を
捻
ら
な
い
こ
と

　
「
リ
フ
ト
」
の
活
用

・
補
助
器
具
の
利
用
は
有
効
な

腰
痛
予
防
策
と
成
り
得
ま
す
が
、

た
と
え
ば
患
者
介
助
を
６
名
で

30
秒
程
度
に
て
行
う
場
合
、
リ

フ
ト
使
用
に
て
２
人
で
２
分
と

比
較
す
る
と
、
当
然
複
数
介
助

が
移
乗
に
か
か
る
時
間
は
短
い
。

多
忙
な
看
護
業
務
で
は
自
分
の

体
に
負
担
が
か
か
る
と
し
て
も

時
間
短
縮
を
選
択
し
ま
す
。

　

で
は
一
人
当
た
り
に
か
か
る

介
助
の
時
間
を
積
算
す
る
と
、

６
人
介
助
で
30
秒×

６
人
＝
３

分
、
リ
フ
ト
介
助
は
２
分×

２

人
＝
４
分
、
介
助
者
を
呼
び
集

め
て
待
つ
時
間
を
足
す
と
、
じ

つ
は
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
複
数
人
員
の
そ
れ
ぞ
れ
行

っ
て
い
る
業
務
を
止
め
る
弊
害

を
考
え
る
と
、
リ
フ
ト
は
効
率

が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ク
ノ
エ
イ
ド

導
入
の
問
題
点

・
医
療
現
場
に
お
い
て
、
テ
ク

ノ
エ
イ
ド
の
存
在
は
患
者
さ
ん

や
介
助
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
身
が
収

入
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
、
経

営
的
視
点
か
ら
は
軽
視
さ
れ
ま

す
。

・
高
齢
化
の
波
は
国
民
の
だ
れ

に
も
影
響
を
与
え
る
。
看
護
介

護
職
場
の
将
来
は
、
若
い
方
の

人
員
不
足
と
増
加
す
る
高
齢
者

に
よ
っ
て
、
ケ
ア
の
質
が
低
下

し
て
い
く
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

近
年
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
開

発
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
、
あ

ら
た
な
方
向
を
見
い
だ
せ
る
明

る
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
現

状
の
介
護
機
器
も
満
足
に
扱
え

ず
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
は

大
変
危
険
な
行
為
と
受
け
止
め

ま
す
。

・
介
助
の
際
、
患
者
さ
ん
に
関

わ
る
安
全
・
安
心
を
考
え
る
と
、

移
乗
な
ど
に
お
け
る
転
倒
・
転

落
の
リ
ス
ク
軽
減
率
の
数
値
化

が
必
要
で
す
。
北
欧
で
は
、
テ

ク
ノ
エ
イ
ド
レ
ン
タ
ル
に
合
わ

せ
使
用
状
況
の
調
査
を
同
時
に

行
い
、
今
後
の
開
発
や
よ
り
良

い
選
択
の
基
準
に
当
て
て
い
ま

す
。
公
的
な
リ
サ
ー
チ
に
つ
い

て
標
準
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

・
介
助
者･

利
用
者
と
も
に
危
険

や
傷
病
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
で
、

治
療
や
療
養
、
補
償
の
費
用
軽

減
に
つ
な
が
れ
ば
、
収
入
は
生

み
出
さ
な
い
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
も
、

支
出
を
抑
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て

積
極
的
な
活
用
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
購
入
時
点

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
経
済

的
な
足
枷
の
た
め
公
的
な
補
助

が
必
要
で
す
。
と
く
に
医
療
施

設
へ
の
現
在
以
上
の
国
家
的
財

政
支
援
に
よ
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド

導
入
加
速
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

実
例
に
学
ぶ「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

実
例
に
学
ぶ「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
導
入
で
、看
護
介
護
業
務
の
身
体
的
負
担
を
軽
減

長
野
・
佐
久
総
合
病
院
　
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
支
援
室
　
花
澤
直
樹

リフト実習の様子②

リフト実習の様子①

座学の後に実技講習を受けます

　

安
倍
政
権
は
、７
月
１
日
、

他
国
を
武
力
で
守
る
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
禁
じ
て
き

た
憲
法
解
釈
を
変
え
、
行
使

を
認
め
る
新
た
な
解
釈
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
５
月
15

日
に
私
的
な
「
安
保
法
制

懇
」
の
報
告
を
受
け
て
か
ら

た
っ
た
の
一
月
半
、
わ
ず
か

13
時
間
の
与
党
協
議
で
自
公

の
認
識
に
も
「
ズ
レ
」
が
認

め
ら
れ
る
中
で
の
強
行
で
し

た
。

　

安
倍
首
相
は
記
者
会
見
で

「
国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
」
と
し
て
、

「
海
外
派
兵
は
一
般
的
に
許

さ
れ
な
い
」「
湾
岸
戦
争
や

イ
ラ
ク
戦
争
で
の
戦
闘
に
参

加
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
」
と
言
い
、「
憲
法
解
釈

の
基
本
的
考
え
方
は
変
わ
ら

な
い
」「
憲
法
の
規
範
性
を

何
ら
変
え
る
も
の
で
は
な

い
」「
新
３
要
件
は
憲
法
上

の
明
確
な
歯
止
め
」
だ
と
、

こ
と
さ
ら
今
ま
で
と
「
変
わ

り
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て

い
ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
新
た
な
憲
法
解

釈
も
閣
議
決
定
も
必
要
な
い

は
ず
で
す
。

　

安
倍
首
相
の
ウ
ソ
や
ご
ま

か
し
に
は
惑
わ
さ
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
。

Ｑ　
「
集
団
的
自
衛
権
」
と

言
わ
れ
て
も
難
し
く
て
良
く

分
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

テ
レ
ビ
の
街
頭
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
そ
う
い
う
声
は

多
い
で
す
ね
。
日
本
が
こ
れ

ま
で
認
め
て
き
た
自
衛
権
は

「
個
別
的
自
衛
権
」
で
す
。

日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ
た
時

に
、
抵
抗
し
た
り
反

撃
し
た
り
し
て
国
土

を
守
る
権
利
で
す
。

自
衛
隊
は
そ
の
た
め

の
「
必
要
最
小
限
度

の
実
力
」
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
く
ま

で
「
専
守
防
衛
」
が

日
本
の
立
場
で
す
。

　

一
方
、
集
団
的
自

衛
権
は
「
自
衛
権
」

と
言
い
な
が
ら
、
中

身
は
全
く
違
い
ま
す
。
米
国

な
ど
「
日
本
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
国
」
が
第
３
国
か
ら

攻
撃
さ
れ
た
時
、
日
本
は
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
第

３
国
に
反
撃
す
る
こ
と
で

す
。
第
３
国
に
と
っ
て
は
敵

で
も
な
い
日
本
か
ら
「
先
制

攻
撃
」さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

新
た
な
攻
撃
対
象
に
な
り
ま

す
。「
限
定
的
」
に
対
応
し

た
と
し
て
も
、
一
旦
、
戦
闘

行
為
に
入
れ
ば
、
報
復
攻
撃

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、「
必

要
最
小
限
度
」
で
は
済
ま
な

く
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ｑ　

国
外
の
日
本
人
を
守
る

た
め
に
は
必
要
な
の
で
は
？

Ａ　

安
倍
首
相
も
５
月
15
日

と
７
月
１
日
の
記
者
会
見
で

は
、
政
府
の
「
説
明
パ
ネ
ル

（
図
）」
を
使
っ
て
、
在
留
邦

人
を
守
る
た
め
に
は
、
米
軍

の
艦
船
を
日
本
が
防
護
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。
し
か
し
パ
ネ
ル
に

説
明
さ
れ
た
事
態
は
「
あ
り

得
な
い
こ
と
」
だ
と
、
防
衛

官
僚
だ
っ
た
柳
澤
協
二
さ
ん

（
元
内
閣
官
房
副
長
官
）
も

指
摘
し
て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル

の
よ
う
に
有
事
に
な
っ
た
際

に
、
米
艦
船
が
日
本
人
を
輸

送
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
米
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
「
そ
れ
ぞ

れ
が
主
体
的
に
自
国
民
を
退

避
さ
せ
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
通
常
危
機
が
迫

れ
ば
民
間
機
で
帰
国
を
促
す

の
が
普
通
で
す
。
大
体
軍
艦

に
民
間
人
を
乗
せ
る
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
身
の
危
険
が

増
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
閣
議
決
定
は
憲

法
上
、
有
効
な
の
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
政
府
解
釈

を
１
８
０
度
変
え
る
「
閣
議

決
定
」
っ
て
、
誰
が
ど
う
考

え
て
も
お
か
し
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
１
９
９
６
年
か
ら

99
年
ま
で
内
閣
法
制
局
長
官

を
務
め
た
大
森
政
輔
さ
ん

は
、
６
月
30
日
の
国
会
記
者

会
見
で
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
閣
議
決
定
は
憲
法
を
乗
り

越
え
る
も
の
で
は
な
い
」「
閣

議
決
定
に
『
集
団
的
自
衛

権
』
が
盛
り
込
ま
れ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
憲
法
９
条
が
な

ん
ら
改
正
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
途
端
に
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閣
議
決

定
は
内
閣
の
最
高
の
意
思
決

定
機
関
で
す
か
ら
、
軽
視
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
憲
法
９
条
下

で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

テ
ー
ゼ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
閣
議
決
定
自
体

が
、
内
閣
は
「
こ
の
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

う
」（
憲
法
99
条
）
こ
と
に

違
反
し
て
い
ま
す
し
、
憲
法

に
反
す
る
一
切
の

法
律
も
国
務
に
関

す
る
一
切
の
行
為

も
「
効
力
を
有
し

な
い
」（
憲
法
98

条
）
の
で
、
今
回

の
閣
議
決
定
は
無

効
と
言
え
ま
す
。

　

伊
藤
塾
塾
長
の

伊
藤
真
弁
護
士
な

ど
、
多
く
の
法
律

専
門
家
も
「
閣
議

決
定
は
憲
法
違
反
で
無
効
」

と
強
調
し
ま
す
。
も
し
国
民

や
自
衛
官
か
ら
裁
判
を
提
訴

さ
れ
た
ら
、
政
府
が
負
け
る

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
識
者

も
い
ま
す
。
し
か
し
安
倍
政

権
は
、
閣
議
決
定
し
た
こ
と

で
、
来
年
の
通
常
国
会
に
も

自
衛
隊
改
正
法
な
ど
関
連
法

案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

か
つ
て
ナ
チ
ス
政
権
が
全
権

委
任
法
を
制
定
し
て
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
を
骨
抜
き
し
た

歴
史
も
あ
り
、
国
民
が
反
撃

で
き
な
い
う
ち
に
、
具
体
的

に
「
戦
争
す
る
国
」
へ
向
か

う
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
国
民
が
「
Ｎ
Ｏ
」
の
声

を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

Ｑ　

政
府
は
「
抑
止
力
」
に

よ
っ
て
戦
争
の
危
機
は
低
下

す
る
と
言
う
が

Ａ　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
ラ
ク
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
高
遠
菜
穂
子
さ

ん
は
、
６
月
22
日
に
都
内
で

行
わ
れ
た
「
若
者
憲
法
集

会
」
の
講
演
の
中
で
、「
日

本
は
平
和
憲
法
を
持
つ
国
と

し
て
、
外
国
か
ら
信
頼
を
持

た
れ
て
い
る
。
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
は
こ
の
逆
を
行
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　

高
遠
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
イ

ラ
ク
で
活
動
す
る
医
療
団
体

の
ほ
と
ん
ど
が
米
国
人
で
、

反
米
感
情
が
強
い
現
地
の
病

院
で
は
、
米
国
人
医
師
ら
の

受
け
入
れ
に
反
対
し
て
い
る

と
言
い
ま
す
。高
遠
さ
ん
が
、

米
国
人
支
援
グ
ル
ー
プ
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
交
渉
し
た

と
き
に
、
現
地
の
病
院
か
ら

は
「
な
ぜ
日
本
じ
ゃ
な
い
の

か
。
日
本
人
な
ら
何
も
問
題

は
な
い
の
に
」
と
断
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
日
本
は
「
平
和

国
家
」の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、

イ
ラ
ク
人
の
親
日
家
も
多

く
、「
第
二
次
世
界
大
戦
の

敗
戦
か
ら
復
興
し
て
経
済
成

長
し
た
『
平
和
憲
法
』
を
持

つ
国
だ
と
い
う
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

　

高
遠
さ
ん
自
身
が
２
０
０

４
年
に
イ
ラ
ク
の
武
装
勢
力

に
拘
束
さ
れ
た
体
験
を
紹

介
、「
拘
束
さ
れ
て
ま
ず
国

籍
を
聞
か
れ
た
。
当
時
、
自

衛
隊
は
人
道
復
興
支
援
で
イ

ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
時
は
誘
拐
で
済
ん

だ
。
も
し
自
衛
隊
が
武
力
を

行
使
し
て
い
た
ら
、
誘
拐
で

は
済
ま
な
く
、
間
違
い
な
く

私
も
（
殺
傷
の
）
標
的
に
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。「
武

器
は
お
守
り
で
は
な
く
、『
撃

っ
て
く
れ
』
と
言
っ
て
い
る

の
と
同
じ
。
戦
場
で
活
動
す

る
人
の
中
で
は
、
非
武
装
は

原
則
に
な
っ
て
い
る
」
と
言

い
ま
す
。

　

戦
争
の
最
大
の
「
抑
止

力
」
は
平
和
外
交
で
す
。
他

国
を
攻
め
る
軍
隊
を
持
た
な

い
と
宣
言
し
た
日
本
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
外
交
が
あ
り
ま

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
さ

せ
な
い
た
た
か
い
は
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
で
す
。

「若者憲法集会」主催の渋谷デモには
約800人が集まった（6月22日）

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

どうなの？

安倍首相が例示した「あり得ない」事態

（3） 2014年７月20日 第413号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2014年７月20日 第413号全 厚 労 ニ ュ ー ス

集団的自衛権に関する世論調査
（共同通信社調べ、7月1～2日）

問い　「集団的自衛権の行使容認」に賛成か反対か  

問い　政府の憲法解釈での
　　　変更の対応は妥当だったか  

問い　日本の抑止力は高まると思うか、
　　　戦争の危険が高まるか  

問い　集団的自衛権行使について
　　　検討が尽くされたと思いますか

0 20 40 60 80 100
分からない・無回答反対賛成

0 20 40 60 80 100

分からない・無回答
妥当だったと思わない妥当だったと思う

0 20 40 60 80 100

分からない・無回答戦争に巻き込まれる可能性が高まる
どちらかといえば戦争に巻き込まれる可能性が高まる

どちらかといえば抑止力が高まる抑止力が高まる
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医
療
・
介
護
現
場
に
て
患
者
・

利
用
者
へ
の
介
助
動
作
は
、
関

係
職
員
の
身
体
的
負
担
が
高
く
、

腰
痛
等
の
訴
え
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
佐
久
総
合
病
院
で
の
調

査
で
も
80
％
以
上
の
看
護
介
護

職
員
に
腰
痛
の
既
往
を
認
め
て

い
ま
す
。
日
本
人
は
８
割
が
持

つ
腰
痛
大
国
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
症
状
ゆ
え
軽
視
さ
れ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ま
す
。

　

看
護
介
護
職
員
の
介
助
業
務

に
お
け
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
利
用
、

と
く
に
「
リ
フ
ト
」
の
使
用
は

腰
痛
予
防
策
に
最
も
エ
ビ
デ
ン

ス
が
高
い
と
さ
れ
ま
す
。
テ
ク

ノ
エ
イ
ド
と
は
介
護
機
器
・
福

祉
用
具
等
な
ど
、
身
体
能
力
低

下
に
伴
う
困
難
な
日
常
生
活
を

補
う
道
具
の
総
称
で
、
医
療
現

場
で
の
利
用
は
乏
し
く
、
道
具

は
あ
っ
て
も
使
い
方
知
ら
ず
の

現
状
で
す
。

「
リ
フ
ト
」
と
は

・
重
度
身
体
機
能
低
下
者
の
移

乗
補
助
手
段
。
上
方
巻
上
機
か

ら
下
ろ
さ
れ
た
頑
丈
な
ベ
ル
ト

の
先
に
ハ
ン
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る

金
属
ア
ー
ム
両
端
の
フ
ッ
ク
に

利
用
者
を
乗
せ
た
シ
ー
ト
に
付

く
ス
リ
ン
グ
を
掛
け
ま
す
。
巻

上
機
に
よ
り
利
用
者
は
人
力
に

頼
ら
ず
ベ
ッ
ド
な
ど
か
ら
持
ち

上
げ
ら
れ
、
介
助
者
へ
の
体
重

負
担
を
最
小
限
に
移
乗
先
ま
で

送
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

巻
上
機
は
天
井
に
取
り
付
け
ら

れ
た
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
リ
フ
ト
は
天
井
走
行
式･
や
ぐ

ら
式
・
ベ
ッ
ド
据
置
式･

床
走

行
式
な
ど
あ
り
、
電
動
モ
ー
タ

ー
に
よ
っ
て
駆
動
。
北
欧
は
約

30
年
の
実
績
が
あ
り
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

実
用
か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。

・
２
０
１
３
年
６
月
、
厚
労
省

は
「
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防

対
策
指
針
」
を
19
年
ぶ
り
に
改

訂
。
主
に
重
量
物
取
扱
事
業
所

な
ど
に
対
し
啓
発
や
指
導
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
高
齢

者
介
護
な
ど
社
会
福
祉
施
設
で

腰
痛
発
生
件
数
が
大
幅
増
加
す

る
状
況
に
、
適
用
対
象
を
福
祉

医
療
分
野
等
に
お
け
る
介
護
看

護
作
業
全
般
に
広
げ
る
と
と
も

に
、
腰
に
負
担
の
少
な
い
介
護

介
助
法
な
ど
を
加
え
ま
し
た
。

　

腰
部
に
著
し
く
負
担
が
か
か

る
移
乗
介
助
等
で
は
、
リ
フ
ト

等
の
福
祉
機
器
を
積
極
的
に
使

用
す
る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し

て
人
力
に
よ
る
人
の
抱
上
げ
は

行
わ
せ
な
い
こ
と
の
記
述
で
、

い
わ
ゆ
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
の
利

用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

看
護
介
護
現
場
に

お
け
る
腰
痛

・
医
療
介
護
職
場
に
お
け
る
介

助
作
業
等
は
身
体
的
負
担
が
大

き
く
、
業
務
上
の
対
応
と
し
て
、

腰
痛
予
防
体
操･

複
数
人
員
介

助･

腰
痛
ベ
ル
ト
の
着
用･

ボ
デ

ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
基
づ
く
介
助

法
学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
講
じ
た
も
の
の
、
効
果
的
な

腰
痛
減
少
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

・
腰
痛
に
関
わ
る
労
災
認
定
や

労
働
判
例
に
つ
い
て
調
べ
る
と

労
災
認
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、

（
１
）
腰
部
の
負
傷
ま
た
は
腰

部
の
負
傷
に
至
ら
せ
た
と
考
え

ら
れ
る
、
通
常
の
動
作
と
異
な

る
動
作
に
よ
る
腰
部
に
対
す
る

急
激
な
力
の
作
用
が
、
業
務
遂

行
中
に
突
発
的
な
出
来
事
と
し

て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。

（
２
）
腰
部
に
作
用
し
た
力
が

腰
痛
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
は
腰

部
の
既
往
症
も
し
く
は
基
礎
疾

患
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
と
医

学
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
。

の
条
件
を
満
た
し
、
そ
の
う
え

で
医
学
的
療
養
を
必
要
と
す
る

場
合
に
認
定
す
る
、
と
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
突
発
的
腰
痛
に
対

す
る
認
定
で
あ
り
、
業
務
に
て

腰
部
へ
蓄
積
す
る
負
担
が
慢
性

的
な
腰
痛
へ
繋
が
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
論
じ
て
い
ま
せ
ん
。

・
米
国
国
立
労
働
衛
生
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
に
よ
る
と
、

労
働
安
全
の
腰
部
圧
力
限
界
値

は
３
４
０
０
Ｎ
。
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
の
看
護
業
務
に
お
い
て
、

臥
床
患
者
頭
部
を
支
え
る
だ
け

で
限
界
値
を
軽
く
超
え
ま
す
。

　

当
院
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
い

身
体
負
担
作
業
と
し
て
、１
位
・

ベ
ッ
ド
上
支
援
、
２
位
・
移
乗

介
助
、
３
位
・
入
浴
介
助
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
上
支
援

動
作
は
必
ず
し
も
突
発
的
腰
痛

を
惹
起
す
る
場
面
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
作
業
動
作
が
積
み
重

な
る
こ
と
で
、
日
常
的
な
腰
痛

の
慢
性
化
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

・
看
護
介
護
現
場
に
お
け
る
腰

痛
の
多
く
は
、
介
助
業
務
に
よ

る
力
学
的
負
担
の
積
み
重
な
っ

た
「
蓄
積
型
非
特
異
的
慢
性
腰

痛
」
と
い
え
ま
す
。
日
本
整
形

外
科
学
会
・
日
本
腰
痛
学
会
が

ま
と
め
た
「
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
腰
痛
は

大
半
が
原
因
の
は
っ
き
り
特
定

で
き
な
い
非
特
異
的
腰
痛
で
、

心
理
的
あ
る
い
は
社
会
的
ス
ト

レ
ス
も
関
係
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　

交
代
制
勤
務
や
煩
雑
な
業

務
・
多
職
種
連
携
に
よ
り
翻
弄

さ
れ
る
志
向
性･

人
間
関
係
な

ど
、
ス
ト
レ
ス
を
あ
げ
れ
ば
キ

リ
が
な
い
現
状
で
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
様
々
な
要
因
が
関
係

す
る
看
護
介
護
職
員
の
腰
痛
は
、

多
方
面
の
解
決
策
を
関
係
付
け

な
が
ら
進
め
な
い
と
解
け
な
い

難
問
で
す
。

力
学
的
負
担
か
ら

腰
痛
を
考
え
る

・
腰
痛
予
防
研
究
と
啓
発
に
よ

り
労
働
環
境
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
整
形
外
科
医
師

ア
ル
フ
・
ナ
ッ
ケ
ム

ソ
ン
は
、
腰
部
に
負

担
の
か
か
る
姿
勢
に

つ
い
て
椎
間
板
内
圧

の
変
化
で
表
し
ま
し

た
。
も
っ
と
も
負
担

が
強
い
姿
勢
は
荷
物
を
持
っ
た

場
合
で
、
立
位
よ
り
座
位
の
方

が
数
値
は
高
く
な
り
ま
す
。
一

方
腰
背
部
の
筋
活
動
は
立
位
の

方
が
数
値
は
高
く
、
姿
勢
変
化

に
と
も
な
う
椎
間
板
内
圧
の
変

化
は
筋
緊
張
と
一
致
す
る
が
筋

活
動
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

・
ベ
ッ
ド
上
臥
位
者
へ
介
助
者

が
手
を
伸
ば
す
と
、
テ
コ
と
し

て
の
ア
ー
ム
は
長
く
な
り
さ
ら

に
腰
部
の
負
担
は
高
く
な
り
ま

す
。
多
忙
な
看
護
介
護
職
員
は

「
時
間
が
な
い
」
の
で
、
患
者

さ
ん
の
移
乗
を
介
助
す
る
際
、

「
せ
い
の
！
」
で
一
気
に
行
い

ま
す
。
脊
柱
の
椎
間
板
は
、
腰

に
か
か
る
重
量
負
担
を
時
間
的

に
遅
延
さ
せ
分
散
す
る
役
割
を

持
つ
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

介
助
は
腰
背
部
構
成
体
に
過
大

な
負
担
を
か
け
、
加
え
て
身
体

を
捻
る
た
め
、
変
性
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

・
腰
痛
を
予
防
す
る
環
境
と
は

介
助
作
業
時
に
お
い
て
下
記
の

順
守
が
必
要
で
す
が
、
こ
こ
に

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
の
活
用
を
併
記

し
ま
す
。

１
．
な
る
べ
く
重
た
い
も
の
を

持
た
な
い
こ
と

　

 「
リ
フ
ト
」「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
シ
ー
ト
」
の
活
用

２
．
腰
を
前
屈
し
な
い
こ
と

　

 「
電
動
ベ
ッ
ド
」
に
て
高
さ

調
整

３
．
肘
を
体
か
ら
離
し
て
作
業

し
な
い
こ
と

 　
「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
」

利
用
し
て
近
づ
け
る

４
．
ゆ
っ
く
り
動
か
す
こ
と

 　
「
リ
フ
ト
」「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
マ
シ
ン
」
の
活
用

５
．
身
体
を
捻
ら
な
い
こ
と

　
「
リ
フ
ト
」
の
活
用

・
補
助
器
具
の
利
用
は
有
効
な

腰
痛
予
防
策
と
成
り
得
ま
す
が
、

た
と
え
ば
患
者
介
助
を
６
名
で

30
秒
程
度
に
て
行
う
場
合
、
リ

フ
ト
使
用
に
て
２
人
で
２
分
と

比
較
す
る
と
、
当
然
複
数
介
助

が
移
乗
に
か
か
る
時
間
は
短
い
。

多
忙
な
看
護
業
務
で
は
自
分
の

体
に
負
担
が
か
か
る
と
し
て
も

時
間
短
縮
を
選
択
し
ま
す
。

　

で
は
一
人
当
た
り
に
か
か
る

介
助
の
時
間
を
積
算
す
る
と
、

６
人
介
助
で
30
秒×

６
人
＝
３

分
、
リ
フ
ト
介
助
は
２
分×

２

人
＝
４
分
、
介
助
者
を
呼
び
集

め
て
待
つ
時
間
を
足
す
と
、
じ

つ
は
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
複
数
人
員
の
そ
れ
ぞ
れ
行

っ
て
い
る
業
務
を
止
め
る
弊
害

を
考
え
る
と
、
リ
フ
ト
は
効
率

が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ク
ノ
エ
イ
ド

導
入
の
問
題
点

・
医
療
現
場
に
お
い
て
、
テ
ク

ノ
エ
イ
ド
の
存
在
は
患
者
さ
ん

や
介
助
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
身
が
収

入
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
、
経

営
的
視
点
か
ら
は
軽
視
さ
れ
ま

す
。

・
高
齢
化
の
波
は
国
民
の
だ
れ

に
も
影
響
を
与
え
る
。
看
護
介

護
職
場
の
将
来
は
、
若
い
方
の

人
員
不
足
と
増
加
す
る
高
齢
者

に
よ
っ
て
、
ケ
ア
の
質
が
低
下

し
て
い
く
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

近
年
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
開

発
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
、
あ

ら
た
な
方
向
を
見
い
だ
せ
る
明

る
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
現

状
の
介
護
機
器
も
満
足
に
扱
え

ず
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
は

大
変
危
険
な
行
為
と
受
け
止
め

ま
す
。

・
介
助
の
際
、
患
者
さ
ん
に
関

わ
る
安
全
・
安
心
を
考
え
る
と
、

移
乗
な
ど
に
お
け
る
転
倒
・
転

落
の
リ
ス
ク
軽
減
率
の
数
値
化

が
必
要
で
す
。
北
欧
で
は
、
テ

ク
ノ
エ
イ
ド
レ
ン
タ
ル
に
合
わ

せ
使
用
状
況
の
調
査
を
同
時
に

行
い
、
今
後
の
開
発
や
よ
り
良

い
選
択
の
基
準
に
当
て
て
い
ま

す
。
公
的
な
リ
サ
ー
チ
に
つ
い

て
標
準
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

・
介
助
者･

利
用
者
と
も
に
危
険

や
傷
病
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
で
、

治
療
や
療
養
、
補
償
の
費
用
軽

減
に
つ
な
が
れ
ば
、
収
入
は
生

み
出
さ
な
い
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
も
、

支
出
を
抑
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て

積
極
的
な
活
用
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
購
入
時
点

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
経
済

的
な
足
枷
の
た
め
公
的
な
補
助

が
必
要
で
す
。
と
く
に
医
療
施

設
へ
の
現
在
以
上
の
国
家
的
財

政
支
援
に
よ
る
テ
ク
ノ
エ
イ
ド

導
入
加
速
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

実
例
に
学
ぶ「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

実
例
に
学
ぶ「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
導
入
で
、看
護
介
護
業
務
の
身
体
的
負
担
を
軽
減

長
野
・
佐
久
総
合
病
院
　
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
支
援
室
　
花
澤
直
樹

リフト実習の様子②

リフト実習の様子①

座学の後に実技講習を受けます

　

安
倍
政
権
は
、７
月
１
日
、

他
国
を
武
力
で
守
る
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
禁
じ
て
き

た
憲
法
解
釈
を
変
え
、
行
使

を
認
め
る
新
た
な
解
釈
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
５
月
15

日
に
私
的
な
「
安
保
法
制

懇
」
の
報
告
を
受
け
て
か
ら

た
っ
た
の
一
月
半
、
わ
ず
か

13
時
間
の
与
党
協
議
で
自
公

の
認
識
に
も
「
ズ
レ
」
が
認

め
ら
れ
る
中
で
の
強
行
で
し

た
。

　

安
倍
首
相
は
記
者
会
見
で

「
国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
」
と
し
て
、

「
海
外
派
兵
は
一
般
的
に
許

さ
れ
な
い
」「
湾
岸
戦
争
や

イ
ラ
ク
戦
争
で
の
戦
闘
に
参

加
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
」
と
言
い
、「
憲
法
解
釈

の
基
本
的
考
え
方
は
変
わ
ら

な
い
」「
憲
法
の
規
範
性
を

何
ら
変
え
る
も
の
で
は
な

い
」「
新
３
要
件
は
憲
法
上

の
明
確
な
歯
止
め
」
だ
と
、

こ
と
さ
ら
今
ま
で
と
「
変
わ

り
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て

い
ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
新
た
な
憲
法
解

釈
も
閣
議
決
定
も
必
要
な
い

は
ず
で
す
。

　

安
倍
首
相
の
ウ
ソ
や
ご
ま

か
し
に
は
惑
わ
さ
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
。

Ｑ　
「
集
団
的
自
衛
権
」
と

言
わ
れ
て
も
難
し
く
て
良
く

分
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

テ
レ
ビ
の
街
頭
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
そ
う
い
う
声
は

多
い
で
す
ね
。
日
本
が
こ
れ

ま
で
認
め
て
き
た
自
衛
権
は

「
個
別
的
自
衛
権
」
で
す
。

日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ
た
時

に
、
抵
抗
し
た
り
反

撃
し
た
り
し
て
国
土

を
守
る
権
利
で
す
。

自
衛
隊
は
そ
の
た
め

の
「
必
要
最
小
限
度

の
実
力
」
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
く
ま

で
「
専
守
防
衛
」
が

日
本
の
立
場
で
す
。

　

一
方
、
集
団
的
自

衛
権
は
「
自
衛
権
」

と
言
い
な
が
ら
、
中

身
は
全
く
違
い
ま
す
。
米
国

な
ど
「
日
本
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
国
」
が
第
３
国
か
ら

攻
撃
さ
れ
た
時
、
日
本
は
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
第

３
国
に
反
撃
す
る
こ
と
で

す
。
第
３
国
に
と
っ
て
は
敵

で
も
な
い
日
本
か
ら
「
先
制

攻
撃
」さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

新
た
な
攻
撃
対
象
に
な
り
ま

す
。「
限
定
的
」
に
対
応
し

た
と
し
て
も
、
一
旦
、
戦
闘

行
為
に
入
れ
ば
、
報
復
攻
撃

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、「
必

要
最
小
限
度
」
で
は
済
ま
な

く
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ｑ　

国
外
の
日
本
人
を
守
る

た
め
に
は
必
要
な
の
で
は
？

Ａ　

安
倍
首
相
も
５
月
15
日

と
７
月
１
日
の
記
者
会
見
で

は
、
政
府
の
「
説
明
パ
ネ
ル

（
図
）」
を
使
っ
て
、
在
留
邦

人
を
守
る
た
め
に
は
、
米
軍

の
艦
船
を
日
本
が
防
護
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。
し
か
し
パ
ネ
ル
に

説
明
さ
れ
た
事
態
は
「
あ
り

得
な
い
こ
と
」
だ
と
、
防
衛

官
僚
だ
っ
た
柳
澤
協
二
さ
ん

（
元
内
閣
官
房
副
長
官
）
も

指
摘
し
て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル

の
よ
う
に
有
事
に
な
っ
た
際

に
、
米
艦
船
が
日
本
人
を
輸

送
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
米
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
「
そ
れ
ぞ

れ
が
主
体
的
に
自
国
民
を
退

避
さ
せ
る
」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
通
常
危
機
が
迫

れ
ば
民
間
機
で
帰
国
を
促
す

の
が
普
通
で
す
。
大
体
軍
艦

に
民
間
人
を
乗
せ
る
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
身
の
危
険
が

増
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
閣
議
決
定
は
憲

法
上
、
有
効
な
の
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
政
府
解
釈

を
１
８
０
度
変
え
る
「
閣
議

決
定
」
っ
て
、
誰
が
ど
う
考

え
て
も
お
か
し
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
１
９
９
６
年
か
ら

99
年
ま
で
内
閣
法
制
局
長
官

を
務
め
た
大
森
政
輔
さ
ん

は
、
６
月
30
日
の
国
会
記
者

会
見
で
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
閣
議
決
定
は
憲
法
を
乗
り

越
え
る
も
の
で
は
な
い
」「
閣

議
決
定
に
『
集
団
的
自
衛

権
』
が
盛
り
込
ま
れ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
憲
法
９
条
が
な

ん
ら
改
正
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
途
端
に
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閣
議
決

定
は
内
閣
の
最
高
の
意
思
決

定
機
関
で
す
か
ら
、
軽
視
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
憲
法
９
条
下

で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

テ
ー
ゼ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
閣
議
決
定
自
体

が
、
内
閣
は
「
こ
の
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

う
」（
憲
法
99
条
）
こ
と
に

違
反
し
て
い
ま
す
し
、
憲
法

に
反
す
る
一
切
の

法
律
も
国
務
に
関

す
る
一
切
の
行
為

も
「
効
力
を
有
し

な
い
」（
憲
法
98

条
）
の
で
、
今
回

の
閣
議
決
定
は
無

効
と
言
え
ま
す
。

　

伊
藤
塾
塾
長
の

伊
藤
真
弁
護
士
な

ど
、
多
く
の
法
律

専
門
家
も
「
閣
議

決
定
は
憲
法
違
反
で
無
効
」

と
強
調
し
ま
す
。
も
し
国
民

や
自
衛
官
か
ら
裁
判
を
提
訴

さ
れ
た
ら
、
政
府
が
負
け
る

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
識
者

も
い
ま
す
。
し
か
し
安
倍
政

権
は
、
閣
議
決
定
し
た
こ
と

で
、
来
年
の
通
常
国
会
に
も

自
衛
隊
改
正
法
な
ど
関
連
法

案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

か
つ
て
ナ
チ
ス
政
権
が
全
権

委
任
法
を
制
定
し
て
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
を
骨
抜
き
し
た

歴
史
も
あ
り
、
国
民
が
反
撃

で
き
な
い
う
ち
に
、
具
体
的

に
「
戦
争
す
る
国
」
へ
向
か

う
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
国
民
が
「
Ｎ
Ｏ
」
の
声

を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

Ｑ　

政
府
は
「
抑
止
力
」
に

よ
っ
て
戦
争
の
危
機
は
低
下

す
る
と
言
う
が

Ａ　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
ラ
ク
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
高
遠
菜
穂
子
さ

ん
は
、
６
月
22
日
に
都
内
で

行
わ
れ
た
「
若
者
憲
法
集

会
」
の
講
演
の
中
で
、「
日

本
は
平
和
憲
法
を
持
つ
国
と

し
て
、
外
国
か
ら
信
頼
を
持

た
れ
て
い
る
。
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
は
こ
の
逆
を
行
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　

高
遠
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
イ

ラ
ク
で
活
動
す
る
医
療
団
体

の
ほ
と
ん
ど
が
米
国
人
で
、

反
米
感
情
が
強
い
現
地
の
病

院
で
は
、
米
国
人
医
師
ら
の

受
け
入
れ
に
反
対
し
て
い
る

と
言
い
ま
す
。高
遠
さ
ん
が
、

米
国
人
支
援
グ
ル
ー
プ
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
交
渉
し
た

と
き
に
、
現
地
の
病
院
か
ら

は
「
な
ぜ
日
本
じ
ゃ
な
い
の

か
。
日
本
人
な
ら
何
も
問
題

は
な
い
の
に
」
と
断
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
日
本
は
「
平
和

国
家
」の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、

イ
ラ
ク
人
の
親
日
家
も
多

く
、「
第
二
次
世
界
大
戦
の

敗
戦
か
ら
復
興
し
て
経
済
成

長
し
た
『
平
和
憲
法
』
を
持

つ
国
だ
と
い
う
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

　

高
遠
さ
ん
自
身
が
２
０
０

４
年
に
イ
ラ
ク
の
武
装
勢
力

に
拘
束
さ
れ
た
体
験
を
紹

介
、「
拘
束
さ
れ
て
ま
ず
国

籍
を
聞
か
れ
た
。
当
時
、
自

衛
隊
は
人
道
復
興
支
援
で
イ

ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
時
は
誘
拐
で
済
ん

だ
。
も
し
自
衛
隊
が
武
力
を

行
使
し
て
い
た
ら
、
誘
拐
で

は
済
ま
な
く
、
間
違
い
な
く

私
も
（
殺
傷
の
）
標
的
に
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。「
武

器
は
お
守
り
で
は
な
く
、『
撃

っ
て
く
れ
』
と
言
っ
て
い
る

の
と
同
じ
。
戦
場
で
活
動
す

る
人
の
中
で
は
、
非
武
装
は

原
則
に
な
っ
て
い
る
」
と
言

い
ま
す
。

　

戦
争
の
最
大
の
「
抑
止

力
」
は
平
和
外
交
で
す
。
他

国
を
攻
め
る
軍
隊
を
持
た
な

い
と
宣
言
し
た
日
本
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
外
交
が
あ
り
ま

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
さ

せ
な
い
た
た
か
い
は
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
で
す
。

「若者憲法集会」主催の渋谷デモには
約800人が集まった（6月22日）

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

　
　

行
使
容
認
っ
て
Ｏ
Ｋ
？

どうなの？

安倍首相が例示した「あり得ない」事態

（3） 2014年７月20日 第413号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2014年７月20日 第413号全 厚 労 ニ ュ ー ス

集団的自衛権に関する世論調査
（共同通信社調べ、7月1～2日）

問い　「集団的自衛権の行使容認」に賛成か反対か  

問い　政府の憲法解釈での
　　　変更の対応は妥当だったか  

問い　日本の抑止力は高まると思うか、
　　　戦争の危険が高まるか  

問い　集団的自衛権行使について
　　　検討が尽くされたと思いますか

0 20 40 60 80 100
分からない・無回答反対賛成

0 20 40 60 80 100

分からない・無回答
妥当だったと思わない妥当だったと思う

0 20 40 60 80 100

分からない・無回答戦争に巻き込まれる可能性が高まる
どちらかといえば戦争に巻き込まれる可能性が高まる

どちらかといえば抑止力が高まる抑止力が高まる

0 20 40 60 80 100

分からない・無回答
十分に尽くされていない十分に尽くされた

％

％

％

％

5.35.312.6 82.1

4.835.6 25.6 4.8

8.3

11.0 

8.3

11.0 34.6 54.4
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12.6 21.4
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35.6 25.6



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
５
月
号
の
答
え
：
ホ
タ
ル
イ
カ
）
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　長野からは、佐久総合病院佐久医療センター
放射線技師で、2014年度の長厚労青年部長の
志摩一樹（しまかずき）さんを紹介します。
　就職して４年目になる志摩さんは、イケメン
で、周りからの信頼が厚く、組合の活動にも積
極的に参加をしてくれています。今は厚生連の
体育大会に向けて、応援団で頑張っています。
　長厚労青年部員は11支部約2400名で組織し
ています。青年の組合離れが課題の中、役割も
大きいですが、ポジティブに考え、行動を起こ
してくれる人です。

　好きなことは、「人を笑わすことと、人の笑顔です。」と答えてくれた
志摩さんは、筋トレも大好きで、「只今体鍛えています。」とのこと。
　これからの活躍を期待しています。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第87回は長野と三重にお願いし
ました。

頑張る仲間

　三重からは、三厚労青年部長で鈴鹿
中央病院の斎藤祐樹君を紹介します。
　青年部活動３年目に向けて、斎藤君
からメッセージを貰いました。
　「僕たちは若い世代にも組合を背負
ってもらうべく、分かりやすく、参加

しやすい青年部活動に力を入れていま
す。自分自身が組合の事をあまり知らな
かった経験から、こういう意気込みにな
りました。僕は看護師で、世間では３Ｋと言われる職種ですが、そんな中で
もずっと働き続けられる職場にしていきたいと考えています。その為にも組

合は団結と意見や思いの集結が大切だとこの２年間で痛感しました。
まだまだ力不足ではありますが、今後も青年部らしく楽しく信頼でき
る組合をアピールしていこうと思います。“３年目も頑張るぞ～！”」

長野　志摩一樹さん

三重　斎藤祐樹さん

【お詫びと訂正】前号で紹介した高知の方のお名前が間違っていました。「波除」ではなく正し
くは「浪除美千子」さんです。訂正してお詫びいたします。

　
国
民
平
和
大
行
進
が
始
ま
る
と
夏
が

来
た
と
感
じ
ま
す
。
毎
年
、
茨
城
県
で

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
す
る
と
平

和
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
ま
す
。
今
年
も
参
加
し
、
平
和
に

つ
い
て
ま
た
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
茨
城
）

―
―
世
界
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻

撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
な
ど
普
通

の
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
ま
す
。

日
本
の
出
来
る
平
和
的
な
貢
献
も

考
え
た
い
で
す
ね
。       （
Ｙ
Ｎ
）

　
診
療
報
酬
と
今
後
の
社
会
保
障
制
度

の
問
題
に
つ
い
て…

何
も
理
解
し
て
い

な
い
、
読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
読

ん
で
、
色
々
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
香
川
）

　
診
療
報
酬
改
定
の
記
事
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
全
体
像
が
な
か
な
か
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
福
島
）

―
―
診
療
報
酬
は
、
国
の
医
療
政
策
を

実
現
す
る
た
め
の
財
政
誘
導
策
と

し
て
使
わ
な
い
で
欲
し
い
で
す
ね

（
Ｏ
Ｎ
）

　
厚
生
連
滑
川
病
院
が
あ
る
滑
川
市

は
、
４
月
末
〜
５
月
初
め
は
ホ
タ
ル
イ

カ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
朝
の
３
時
頃

か
ら
青
い
光
を
見
る
た
め
の
船
も
出
て

い
ま
す
。
神
秘
的
で
す
ヨ
！
一
度
は
観

に
来
て
下
さ
い
。
仕
事
が
終
了
し
た
後

や
当
直
の
合
間
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解

い
た
り
し
て
、息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
を
載
せ

て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
　
　
　（
富
山
）

―
―
い
つ
も
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
頂
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

滑
川
市
の
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

湧
い
て
き
ま
す
ね
。
心
が
癒
さ
れ

ま
す
ね
。
是
非
、
足
を
運
ん
で
み

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
（
Ｏ
Ｈ
）

　
現
在
産
前
休
暇
中
で
す
。
こ
こ
ま
で

何
事
も
な
く
過
ご
せ
た
の
は
、
仲
間
が

協
力
し
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
本
当
に

「
感
謝
」
で
す
。
あ
と
少
し
頑
張
り
た

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
田
）

―
―
「
お
互
い
様
」
周
り
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
働
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
か
わ

い
い
赤
ち
ゃ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
ね
。                          （
Ｏ
Ｋ
）

ド
ナ
ー
見
舞
金
の
創
設

　
「
ド
ナ
ー
提
供
時
の
休
業
」
に
つ

い
て
要
望
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、運
営
委
員
会
で
の
検
討
を
行
い
、

「
ド
ナ
ー
見
舞
金
」
制
度
を
新
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
は

「
組
合
員
が
ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）

と
な
っ
た
場
合
、
加
入
し
て
い
る
セ

ッ
ト
共
済
の
病
気
入
院
10
日
分
を
見

舞
金
と
し
て
給
付
す
る
」も
の
で
す
。

ド
ナ
ー
に
な
る
と
提
供
す
る
部
位
に

よ
り
入
院
期
間
が
３
〜
21
日
と
幅
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
、
入
院
日
数
に
か
か
わ
ら
ず
、「
お

医労連共済・
新しい制度を新設
医労連共済・
新しい制度を創設
医労連共済・
新しい制度を創設

見
舞
い
金
」
の
性
格
と
し
て
加
入
し

て
い
る
個
人
共
済
・
入
院
の
「
10
日

分
」
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
規
約
は
2
0
1
4
年
7

月
1
日
か
ら
の
改
定
で
す
が
、
運
用

は
時
効
発
生
日
に
遡
り
2
0
1
1
年

7
月
1
日
と
な
り
ま
す
。

共
済
推
進
対
策
会
議
を
開
催

　
９
月
28
日（
日
）〜
29
日（
月
）、

浦
安
市
・
東
京
ベ
イ
舞
浜
ク
ラ
ブ
リ

ゾ
ー
ト
に
て
、「
共
済
推
進
対
策
会

議
」
が
開
か
れ
ま
す
。
招
集
対
象
は

各
単
組
・
支
部
の
専
従
者
、
共
済
推

進
担
当
者
、
共
済
実
務
担
当
者
な
ど

で
す
。
今
回
は
実
務
研
修
者
（
レ
ベ

ル
１
〜
３
ま
で
）、
経
験
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
招
集
対
象
各
１
名
分

に
つ
い
て
交
通
費
・
参
加
費
が
共
済

よ
り
負
担
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
各
単

位
共
済
に
送
ら
れ
た
文
書
を
確
認
し

て
下
さ
い
。
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